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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　トナーを排出する排出口が設けられた容器本体を有するトナー容器と、
　前記排出口から排出されるトナーを受け入れる補給口が設けられた現像器本体と、前記
現像器本体の外面に沿って回転することで前記補給口を開閉する現像器側シャッターと、
を有する現像器と、
　前記補給口の周囲に設けられて前記現像器側シャッターと接触するシール部材と、
　前記補給口を開放する位置から閉止する位置に前記現像器側シャッターを付勢する付勢
部材と、
　前記容器本体に回転可能に装着されて前記排出口を開閉する容器側シャッターと、を備
え、
　前記容器本体は、前記排出口を有する円筒状の排出用ダクトを備え、
　前記容器側シャッターは、円筒状を成して前記排出用ダクトの外周に回転可能に装着さ
れ、
　前記容器側シャッターの外周には、前記容器側シャッターが前記排出口を閉止する位置
から開放する位置に回転するのに伴って、前記付勢部材の付勢力に抗して前記補給口を開
放する位置に前記現像器側シャッターを押圧する押圧突起が設けられていることを特徴と
する画像形成装置。
【請求項２】
　前記トナー容器は、前記現像器本体の上面側に着脱可能に装着され、
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　前記容器側シャッターの下部外周には、前記押圧突起が設けられていることを特徴とす
る請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記容器本体に回転可能に支持されるレバーを更に備え、
　前記容器側シャッターに設けられたシャッター側ギアが前記レバーに設けられたレバー
側ギアと噛合しており、前記レバーの回転に伴って前記容器側シャッターが回転すること
を特徴とする請求項１又は２に記載の画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像形成装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、電子写真方式の画像形成装置では、感光体ドラム等の表面に形成された静電潜像
に現像器からトナーを供給することで、現像処理を行っている。また、このような現像処
理に用いられるトナーは、現像器に着脱可能に装着されるトナー容器から現像器に供給さ
れている。そのため、現像器には、トナー容器からのトナーを受け入れるための補給口が
設けられている。この補給口は、開閉可能なシャッターによって覆われるのが通常である
（特許文献１参照）。
【０００３】
　従来のシャッターの構成例を、本願図１６に示す。シャッター１２１は、斜め上向きの
傾斜面１２２を備えており、側面視略三角形状を成している。シャッター１２１は、現像
器１２３に設けられた補給口１２４を閉止する位置（二点鎖線参照）と補給口１２４を開
放する位置（実線参照）との間で直線的にスライド可能となっており、トナー容器（図示
せず）が現像器１２３に装着されていない状態では、補給口１２４の両側に設けられた一
対のコイルスプリング１２５によって補給口１２４を閉止する位置に付勢されている。
【０００４】
　この状態で、図１６に矢印で示されるようにトナー容器（図示せず）を上方から現像器
１２３に装着すると、トナー容器がシャッター１２１の傾斜面１２２を上側から押圧し、
補給口１２４を閉止する位置から補給口１２４を開放する位置までシャッター１２１が直
線的にスライドする。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００５－１３４４５２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、このように直線的にスライドするシャッターを用いる構成では、シャッ
ターの作動安定性を確保するためにコイルスプリング等の付勢部材を補給口の両側にそれ
ぞれ配置しなければならず、付勢部材が複数個必要となる。そのため、部品点数の増加及
び製造コストの上昇を招いていた。
【０００７】
　そこで、本発明は上記事情を考慮し、シャッターの作動安定性を確保しつつ、付勢部材
の数を削減して製造コストの低廉化を図ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の画像形成装置は、トナーを排出する排出口が設けられた容器本体を有するトナ
ー容器と、前記排出口から排出されるトナーを受け入れる補給口が設けられた現像器本体
と、前記現像器本体の外面に沿って回転することで前記補給口を開閉する現像器側シャッ
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ターと、を有する現像器と、前記補給口の周囲に設けられて前記現像器側シャッターと接
触するシール部材と、前記補給口を開放する位置から閉止する位置に前記現像器側シャッ
ターを付勢する付勢部材と、前記容器本体に回転可能に装着されて前記排出口を開閉する
容器側シャッターと、を備え、前記容器側シャッターは、前記排出口を閉止する位置から
開放する位置に回転するのに伴って、前記付勢部材の付勢力に抗して前記補給口を開放す
る位置に前記現像器側シャッターを押圧することを特徴とする。
【０００９】
　前記トナー容器は、前記現像器本体の上面側に着脱可能に装着され、前記容器側シャッ
ターの下部外周には、前記現像器側シャッターを押圧可能な押圧突起が設けられていても
良い。
【００１０】
　前記画像形成装置は、前記容器本体に回転可能に支持されるレバーを更に備え、前記容
器側シャッターに設けられたシャッター側ギアが前記レバーに設けられたレバー側ギアと
噛合しており、前記レバーの回転に伴って前記容器側シャッターが回転しても良い。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、シャッターの作動安定性を確保しつつ、付勢部材の数を削減して製造
コストの低廉化を図ることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の第１の実施形態に係るプリンターの概略を示す模式図である。
【図２】本発明の第１の実施形態に係るプリンターにおいて、トナーコンテナを示す後側
からの斜視断面図である。
【図３】本発明の第１の実施形態に係るプリンターにおいて、容器側シャッターが排出口
を開放すると共に現像器側シャッターが補給口を開放している状態を示す左後側からの斜
視断面図である。
【図４】本発明の第１の実施形態に係るプリンターのトナーコンテナにおいて、レバーの
把持部が前傾している状態を示す右側面図である。
【図５】本発明の第１の実施形態に係るプリンターのトナーコンテナにおいて、レバーの
把持部が後傾している状態を示す右側面図である。
【図６】本発明の第１の実施形態に係るプリンターにおいて、トナーコンテナを示す分解
斜視図である。
【図７】本発明の第１の実施形態に係るプリンターにおいて、トナーコンテナを示す右下
方からの斜視図である。
【図８】本発明の第１の実施形態に係るプリンターにおいて、画像形成ユニットの概略を
示す模式図である。
【図９】本発明の第１の実施形態に係るプリンターにおいて、トナーコンテナを現像器に
装着した状態を示す右前側からの斜視図である。
【図１０】本発明の第１の実施形態に係るプリンターにおいて、画像形成ユニットを示す
左前側からの斜視図である。
【図１１】本発明の第１の実施形態に係るプリンターの現像器において、補給口の周辺を
示す斜視図である。
【図１２】図１１のＡ－Ａ断面図である。
【図１３】本発明の第１の実施形態に係るプリンターにおいて、容器側シャッターが排出
口を閉止すると共に現像器側シャッターが補給口を閉止している状態を示す左後側からの
斜視断面図である。
【図１４】（ａ）は、現像器側シャッターの開閉部よりも支点部から離間した部分を押圧
した場合における開閉部の変位量を示す模式図であり、（ｂ）は、現像器側シャッターの
開閉部よりも支点部に接近した部分を押圧した場合における開閉部の変位量を示す模式図
である。
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【図１５】本発明の第２の実施形態に係るプリンターの現像器において、補給口の周辺を
示す斜視図である。
【図１６】従来のシャッターの構成例を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　＜第１の実施形態＞
　まず、図１を用いて、電子写真方式のプリンター１の全体の構成について説明する。図
１は、本発明の第１の実施形態に係るプリンターの概略を示す模式図である。以下、図１
における紙面左側を、プリンター１の正面側（前側）とする。
【００１４】
　プリンター１は、箱型形状のプリンター本体２を備えており、プリンター本体２の下部
には用紙（図示せず）を収納する給紙カセット３が収容され、プリンター本体２の上面に
は排紙トレイ４が設けられている。プリンター本体２の上面には、排紙トレイ４の前方に
上カバー５が開閉可能に取り付けられ、上カバー５の下方にはトナーコンテナ６が収納さ
れている。
【００１５】
　プリンター本体２の上部には、排紙トレイ４の下方にレーザー・スキャニング・ユニッ
ト（ＬＳＵ）で構成される露光器７が配置され、露光器７の下方には、画像形成部８が設
けられている。画像形成部８には、像担持体である感光体ドラム１０が回転可能に設けら
れており、感光体ドラム１０の周囲には、帯電器１１と、現像器１２と、転写ローラー１
３と、クリーニング装置１４とが、感光体ドラム１０の回転方向（図１の矢印Ｘ参照）に
沿って配置されている。
【００１６】
　プリンター本体２の内部には、用紙の搬送経路１５が設けられている。搬送経路１５の
上流端には給紙部１６が設けられ、搬送経路１５の中流部には、感光体ドラム１０と転写
ローラー１３によって構成される転写部１７が設けられ、搬送経路１５の下流部には定着
装置１８が設けられ、搬送経路１５の下流端には排紙部２０が設けられている。搬送経路
１５の下方には、両面印刷用の反転経路２１が形成されている。
【００１７】
　次に、このような構成を備えたプリンター１の画像形成動作について説明する。
【００１８】
　プリンター１に電源が投入されると、各種パラメーターが初期化され、定着装置１８の
温度設定等の初期設定が実行される。そして、プリンター１に接続されたコンピューター
等から画像データが入力され、印刷開始の指示がなされると、以下のようにして画像形成
動作が実行される。
【００１９】
　まず、帯電器１１によって感光体ドラム１０の表面が帯電された後、露光器７からのレ
ーザー光（図１の二点鎖線Ｐ参照）により感光体ドラム１０に対して画像データに対応し
た露光が行われ、感光体ドラム１０の表面に静電潜像が形成される。次に、この静電潜像
を、現像器１２がトナーによりトナー像に現像する。
【００２０】
　一方、給紙部１６によって給紙カセット３から取り出された用紙は、上記した画像形成
動作とタイミングを合わせて転写部１７へと搬送され、転写部１７において感光体ドラム
１０上のトナー像が用紙に転写される。トナー像を転写された用紙は、搬送経路１５を下
流側へと搬送されて定着装置１８に進入し、この定着装置１８において用紙にトナー像が
定着される。トナー像が定着された用紙は、排紙部２０から排紙トレイ４に排出される。
なお、感光体ドラム１０上に残留したトナーは、クリーニング装置１４によって回収され
る。
【００２１】
　次に、主に図２～図７を用いて、トナーコンテナ６について詳細に説明する。図２は、
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本発明の第１の実施形態に係るプリンターにおいて、トナーコンテナを示す後側からの斜
視断面図である。図３は、本発明の第１の実施形態に係るプリンターにおいて、容器側シ
ャッターが排出口を開放すると共に現像器側シャッターが補給口を開放している状態を示
す左後側からの斜視断面図である。図４は、本発明の第１の実施形態に係るプリンターの
トナーコンテナにおいて、レバーの把持部が前傾している状態を示す右側面図である。図
５は、本発明の第１の実施形態に係るプリンターのトナーコンテナにおいて、レバーの把
持部が後傾している状態を示す右側面図である。図６は、本発明の第１の実施形態に係る
プリンターにおいて、トナーコンテナを示す分解斜視図である。図７は、本発明の第１の
実施形態に係るプリンターにおいて、トナーコンテナを示す右下方からの斜視図である。
【００２２】
　各図に適宜付される矢印Ｆｒは、プリンター１の正面側（前側）を示している（図８以
降も同様である）。なお、図２は後側からの斜視断面図であるため、図面上の左右関係と
実際の左右関係が逆転している。つまり、図２における図面上の右側がトナーコンテナ６
の左側であり、図２における図面上の左側がトナーコンテナ６の右側である。
【００２３】
　図１に示されるように、トナーコンテナ６は、プリンター本体２の上カバー５の下方に
配置されている。トナーコンテナ６は、現像器１２に着脱可能に装着されており、トナー
を使い切った時には、上カバー５を開放することでトナーコンテナ６を交換できるように
なっている（図１の二点鎖線参照）。
【００２４】
　図２に最も良く示されるように、トナーコンテナ６は、上面が開口された箱型形状の容
器本体２２と、容器本体２２の後下部に収容される搬送スクリュー２３と、容器本体２２
の略中央に収容される攪拌パドル２４と、容器本体２２の上面を覆う蓋体２５と、容器本
体２２の右端部に装着されるレバー２６と、レバー２６と共に容器本体２２の右端部に配
置される伝達部材２７と、容器本体２２の右下端部に装着される容器側シャッター２８と
、を備えている。なお、伝達部材２７は、図２及び図６を除いて記載が省略されている。
【００２５】
　容器本体２２は、トナーを収容しており、左右方向に長い形状を成している。容器本体
２２の左端壁３０にはトナー充填口３１が形成され、トナー充填口３１はキャップ３２に
よって塞がれている。容器本体２２の上端外周には、本体側フランジ部３３が設けられて
いる。
【００２６】
　容器本体２２の右下端部には、円筒状の排出用ダクト３４が右方に向かって突設され、
排出用ダクト３４の右端部には開口部３６が形成されている。図３に最も良く示されるよ
うに、排出用ダクト３４の底部には、トナーを排出するための排出口３５が穿設されてい
る。排出用ダクト３４の下部外周にはシール部材３７が取り付けられ、シール部材３７に
は排出口３５と対応する位置に連通口３８が穿設されている。
【００２７】
　図４に示されるように、容器本体２２の右端壁４０の中央には、連通穴４１を有する円
筒状のボス４２が右側（外側）に向かって突設されている。容器本体２２の右端壁４０の
右面（外面）には、ボス４２の後上方に第１規制リブ４３が突設されている。容器本体２
２の右端壁４０の右面には、ボス４２の前上方に第２規制リブ４４が突設されている。第
２規制リブ４４の上部には、凹部４５が設けられている。容器本体２２の右端壁４０の右
面には、第１規制リブ４３の下方に円柱状の突起部４６が設けられている。
【００２８】
　図２に最も良く示されるように、搬送スクリュー２３は、左右方向に長い形状を成して
いる。搬送スクリュー２３は、棒状の回転軸４７と、この回転軸４７の外周に同心で設け
られるスパイラルフィン４８と、を備えている。回転軸４７の左端部は、容器本体２２の
左端壁３０に軸支されている。回転軸４７及びスパイラルフィン４８の右側部は、排出用
ダクト３４内に挿入されている。回転軸４７の右端部は、開口部３６を介して排出用ダク
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ト３４よりも右方に突出しており、この突出部分には搬送用ギア５０が固定されている。
【００２９】
　攪拌パドル２４は、搬送スクリュー２３の上前方に配置されており、左右方向に長い形
状を成している。攪拌パドル２４は、枠板状を成す支持枠５１と、支持枠５１によって支
持されるシート状の攪拌羽根５２と、を備えている。支持枠５１の左右両端部は、容器本
体２２の左端壁３０と右端壁４０にそれぞれ軸受４９（図３参照。以下、「攪拌パドル２
４の軸受４９」と称する。）を介して軸支されている。図４等に示されるように、右端壁
４０に取り付けられた攪拌パドル２４の軸受４９には、ボス４２の連通穴４１と対応する
位置に係合受部５３が設けられている。
【００３０】
　攪拌羽根５２は、例えば、ルミラー（商標名）等の合成樹脂製シートによって構成され
ている。図２等に示されるように、攪拌羽根５２の一側は、左右方向に沿って支持枠５１
に固定されている。攪拌羽根５２には、複数の切り込み溝５４が設けられている。
【００３１】
　蓋体２５の下端には、容器本体２２の本体側フランジ部３３と対応する形状の蓋体側フ
ランジ部５５が設けられており、本体側フランジ部３３と蓋体側フランジ部５５が超音波
溶着されることで、容器本体２２と蓋体２５が一体化されている。蓋体２５の左右方向中
央には、窪み部５６が形成されている。
【００３２】
　図４等に示されるように、レバー２６は、側面視で円形の輪郭を有するレバー本体５７
を備えている。レバー本体５７は、円筒状の小径筒部５８と、この小径筒部５８の外周に
設けられる円筒状の大径筒部６０と、放射状に延びて小径筒部５８と大径筒部６０を連結
する４個の連結部６１と、を備えている。小径筒部５８は、容器本体２２の右端壁４０に
設けられたボス４２の外周に装着されており、これにより、レバー２６が容器本体２２に
回転可能に支持されている。
【００３３】
　大径筒部６０の上部には、把持部６２が突設されている。把持部６２の上端は蓋体２５
の右方まで延びている。把持部６２は、第２規制リブ４４によって前傾角度を規制され（
図４参照）、第１規制リブ４３によって後傾角度を規制されている（図５参照）。大径筒
部６０の上部には、把持部６２よりも前方に突片６３が設けられている。図５に示される
ように、突片６３は、把持部６２が後傾した状態で第２規制リブ４４の凹部４５に係合し
ている。大径筒部６０の後下部の外周には、レバー側ギア６４が設けられている。
【００３４】
　図６に最も良く示されるように、伝達部材２７は、円盤状の伝達部材本体６５を備えて
いる。伝達部材本体６５の右面（外面）には、側面視三角柱状を成す伝達用カップリング
６６が突設されている。伝達部材本体６５の左面（内面）には、係合片６７が突設されて
いる。係合片６７は、容器本体２２のボス４２に設けられた連通穴４１に挿入され、攪拌
パドル２４の軸受４９に設けられた係合受部５３（図４等参照）に係合している。これに
より、伝達部材２７と攪拌パドル２４が連結され、一体に回転するようになっている。
【００３５】
　図６に示されるように、伝達部材本体６５の外周には伝達用ギア６８が設けられている
。この伝達用ギア６８は、搬送スクリュー２３の回転軸４７に固定された搬送用ギア５０
（図６では、回転軸４７と分離した状態で表示）と噛合しており、伝達部材２７の回転に
伴って搬送スクリュー２３が回転するようになっている。
【００３６】
　容器側シャッター２８は、円筒状を成しており、容器本体２２の排出用ダクト３４の外
周に回転可能に装着されている。容器側シャッター２８の下面には、排出用開口部７０が
形成されている。図３に最も良く示されるように、排出用開口部７０は、容器本体２２の
排出口３５及びシール部材３７の連通口３８と対応する位置に設けられている。
【００３７】
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　図４等に示されるように、容器側シャッター２８には、略扇型形状のガイド片７１が前
方に向かって突設されている。ガイド片７１には、円弧状のガイド穴７２が設けられてお
り、このガイド穴７２に容器本体２２の突起部４６が係合している。
【００３８】
　図２に最も良く示されるように、容器側シャッター２８には、円筒状の軸受部７３が設
けられ、この軸受部７３には、搬送スクリュー２３の回転軸４７の右端部が軸支されてい
る。軸受部７３の右方にはギア収納部７４が設けられ、このギア収納部７４には搬送用ギ
ア５０が収納されている。図７に最も良く示されるように、ギア収納部７４には連通開口
部７５が形成されており、この連通開口部７５を介して搬送用ギア５０をギア収納部７４
に収納できるようになっている。
【００３９】
　容器側シャッター２８には、シャッター側ギア７６が設けられている。シャッター側ギ
ア７６は、レバー２６のレバー側ギア６４と噛合しており、レバー２６の回転に伴って容
器側シャッター２８がレバー２６とは逆方向に回転するようになっている。容器側シャッ
ター２８の右端部には、ロック片７７が設けられている。ロック片７７は、対向する一対
の平面部７８と、平面部７８の両端を接続する一対の湾曲面部７９と、を備えており、小
判型の断面形状を有している。容器側シャッター２８の下部外周には、排出用開口部７０
の右方に押圧突起８０が設けられ、押圧突起８０の上方に窓部８１が設けられている。
【００４０】
　次に、図３及び図８～図１３を用いて、現像器１２について詳細に説明する。図３は、
前記のように、本発明の第１の実施形態に係るプリンターにおいて、容器側シャッターが
排出口を開放すると共に現像器側シャッターが補給口を開放している状態を示す左後側か
らの斜視断面図である。図８は、本発明の第１の実施形態に係るプリンターにおいて、画
像形成ユニットの概略を示す模式図である。図９は、本発明の第１の実施形態に係るプリ
ンターにおいて、トナーコンテナを現像器に装着した状態を示す右前側からの斜視図であ
る。図１０は、本発明の第１の実施形態に係るプリンターにおいて、画像形成ユニットを
示す左前側からの斜視図である。図１１は、本発明の第１の実施形態に係るプリンターの
現像器において、補給口の周辺を示す斜視図である。図１２は、図１１のＡ－Ａ断面図で
ある。図１３は、本発明の第１の実施形態に係るプリンターにおいて、容器側シャッター
が排出口を閉止すると共に現像器側シャッターが補給口を閉止している状態を示す左後側
からの斜視断面図である。
【００４１】
　図８に示されるように、現像器１２は、感光体ドラム１０、帯電器１１及びクリーニン
グ装置１４と一体化されて画像形成ユニット８２を構成している。現像器１２は、箱型形
状の現像器本体８３を備えている。現像器本体８３の内部中央には、上下方向に延びる隔
壁８４が設けられ、隔壁８４の前方と後方には、それぞれ攪拌部材８５が収納されている
。各攪拌部材８５は、現像器本体８３に回転可能に支持されている。現像器本体８３の内
部には、後側の攪拌部材８５の後下方に、現像ローラー８６が収納されている。現像ロー
ラー８６は、現像器本体８３に回転可能に支持されており、感光体ドラム１０の表面に接
触している。図９に示されるように、現像器本体８３の上面側には、トナーコンテナ６が
着脱可能に装着されている。
【００４２】
　図３等に示されるように、現像器本体８３の上壁８７には補給口８８が上下方向に穿設
されている。現像器本体８３の上壁８７の上面（現像器本体８３の外面の一部）には、補
給口８８の周囲にシール部材９０が固定されている。シール部材９０は、例えばスポンジ
等の弾性部材によって形成されている。図１０及び図１１に示されるように、シール部材
９０には、現像器本体８３の補給口８８と対応する位置に、補給用開口部９１が形成され
ている。シール部材９０の前端部は、現像器本体８３の上壁８７に突設された台座部９２
に載置され、前上方に向かって円弧状に湾曲している。
【００４３】
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　図１１に示されるように、現像器本体８３の上壁８７の上面には、シール部材９０の後
方に規制突起８９が突設されている。現像器本体８３の上壁８７の上面には、シール部材
９０の右方にスプリング用収容部９３が前後方向に沿って形成されている。スプリング用
収容部９３には、付勢部材としてのコイルスプリング９４が収容され、コイルスプリング
９４の後端部は、スプリング用収容部９３の後面に当接している。コイルスプリング９４
の後部は、スプリング用収容部９３の上方に架設されるアーチ状のスプリング保持片９５
によって上側を覆われている。
【００４４】
　現像器本体８３の上壁８７の上面には、シール部材９０の左方に、前後方向に沿って係
合部９６が突設されている。係合部９６には、前後方向に沿って係合溝９７が形成されて
いる（図１２参照）。
【００４５】
　図１０等に示されるように、現像器本体８３の上壁８７の上面側には、現像器側シャッ
ター９８が取り付けられている。現像器側シャッター９８は、左右方向に長い平板状を成
している。現像器側シャッター９８の左端部には支点部１００が設けられ、この支点部１
００を中心に現像器側シャッター９８が現像器本体８３の上壁８７の上面に沿って前後方
向に回転するようになっている。現像器側シャッター９８の左右方向中央部には、緩やか
に屈曲された屈曲部１０１が形成されている。
【００４６】
　図１１に示されるように、現像器側シャッター９８の右側部には、薄肉な開閉部１０２
が設けられている。開閉部１０２の下面はシール部材９０の上面に接触しており、支点部
１００を中心とする現像器側シャッター９８の回転に伴って、現像器本体８３の補給口８
８及びシール部材９０の補給用開口部９１を開閉部１０２が開閉するようになっている。
以下、現像器本体８３のトナー補給口８８及びシール部材９０の補給用開口部９１を開放
する位置（図３参照）を開閉部１０２の開放位置と称し、現像器本体８３のトナー補給口
８８及びシール部材９０の補給用開口部９１を閉止する位置（図１３参照）を、開閉部１
０２の閉止位置と称する。
【００４７】
　図１１に示されるように、現像器側シャッター９８には、開閉部１０２の右方に矩形状
の切欠き部１０３が設けられ、切欠き部１０３には当接片１０４が突設されている。図１
０に示されるように、当接片１０４は、開閉部１０２よりも支点部１００から離間した位
置に設けられている。
【００４８】
　図１１に示されるように、当接片１０４の後方には、スプリング受部１０５が設けられ
ている。スプリング受部１０５には、コイルスプリング９４の前端部が装着されており、
これにより、現像器側シャッター９８の開閉部１０２が閉止位置に付勢されている。現像
器側シャッター９８には、スプリング受部１０５の後方にアーチ状のバネ保持部１０６が
設けられ、このバネ保持部１０６によってコイルスプリング９４の上側が覆われている。
【００４９】
　図１２に示されるように、現像器側シャッター９８には、開閉部１０２の左方に連通穴
１０９が設けられ、連通穴１０９から現像器本体８３側（本実施形態では下側）に向かっ
てＬ字状のフック１０７が突設されている。フック１０７は、現像器本体８３の係合部９
６に設けられた係合溝９７に挿入され、係合部９６に係合している。
【００５０】
　図１０に示されるように、現像器本体８３の右端部には駆動機構１１０が設けられてい
る。駆動機構１１０には、モーター等の駆動手段（図示せず）と接続された側面視三角筒
状の駆動用カップリング１１１が設けられている。
【００５１】
　上記の如く構成されたものにおいて、図９に示されるようにレバー２６の把持部６２を
前傾させた状態でトナーコンテナ６を現像器１２に装着すると、図４に示されるように容
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器側シャッター２８の押圧突起８０が現像器側シャッター９８の当接片１０４に当接する
。この時、図１３に示されるように、容器本体２２の排出口３５は容器側シャッター２８
によって閉止され、現像器本体８３の補給口８８は現像器側シャッター９８の開閉部１０
２によって閉止されている。そのため、容器本体２２の内部と現像器本体８３の内部の連
通は遮断されている。
【００５２】
　この状態で、図４に矢印Ｙで示されるように、ユーザーやサービスマン等の作業者がレ
バー２６の把持部６２を後側に倒すと、レバー２６が容器本体２２のボス４２を中心に一
方向（図面上時計回り）に回転する（図５参照）。この回転に伴って、図４に矢印Ｚで示
されるように、レバー２６に接続された容器側シャッター２８が容器本体２２に対して一
方向（図面上反時計回り）に回転する（図５参照）。この容器側シャッター２８の回転に
より、図３に示されるように、容器側シャッター２８の排出用開口部７０が容器本体２２
の排出口３５及びシール部材３７の連通口３８の真下に移動する。即ち、容器側シャッタ
ー２８が容器本体２２の排出口３５を開放する。
【００５３】
　また、上記した容器側シャッター２８の回転に伴って、図４、図５に示されるように、
容器側シャッター２８の押圧突起８０が現像器側シャッター９８の当接片１０４を後方に
押圧する。この押圧に伴って、現像器側シャッター９８が支点部１００を中心に後方に回
転し、図３に示されるように、現像器側シャッター９８の開閉部１０２が閉止位置から開
放位置まで変位する。即ち、現像器側シャッター９８が現像器本体８３の補給口８８を開
放する。以上のように容器本体２２の排出口３５と現像器本体８３の補給口８８が開放さ
れることで、容器本体２２の内部と現像器本体８３の内部が連通する。
【００５４】
　また、上記したレバー２６の回転に連動して、駆動用カップリング１１１が伝達用カッ
プリング６６に連結される。この状態で、駆動用カップリング１１１に接続されたモータ
ー等の駆動手段が回転すると、この回転が駆動用カップリング１１１及び伝達用カップリ
ング６６を介して伝達部材２７に伝達され、伝達部材２７が回転する。このように伝達部
材２７が回転すると、伝達部材２７に連結された攪拌パドル２４が回転し、容器本体２２
内のトナーが攪拌されながら搬送スクリュー２３側へと搬送される。また、上記のように
伝達部材２７が回転すると、この回転が伝達用ギア６８及び搬送用ギア５０を介して搬送
スクリュー２３の回転軸４７に伝達され、搬送スクリュー２３が回転する。これに伴って
、容器本体２２内のトナーが排出口３５から排出され、補給口８８を介して現像器本体８
３の内部へと導入される。現像器本体８３の内部へと導入されたトナーは、各攪拌部材８
５によって攪拌された後、現像ローラー８６へと搬送され、現像ローラー８６から感光体
ドラム１０へと供給される。
【００５５】
　本実施形態では前述のように、回転式の現像器側シャッター９８を用いて補給口８８を
開閉している。これに伴って、コイルスプリング９４を補給口８８の片側（本実施形態で
は右側）のみに配置する構成を採用しつつ、現像器側シャッター９８の作動安定性を十分
に確保することが可能となっている。そのため、直線的にスライドする現像器側シャッタ
ーを用いる場合と比較して、コイルスプリング９４の数を削減することが可能となり、製
造コストの低廉化を図ることが可能となる。
【００５６】
　また、補給口８８の周囲に設けられて現像器側シャッター９８と接触するシール部材９
０が現像器本体８３に固定されているため、トナーコンテナ６と現像器１２の間のトナー
漏れを防止しつつ、現像器側シャッター９８を確実に作動させることが可能となる。また
、現像器本体８３には、現像器側シャッター９８の回転方向（前後方向）に沿って係合部
９６が設けられ、現像器側シャッター９８には、現像器本体８３側に突出して係合部９６
と係合するフック１０７が設けられている。そのため、現像器側シャッター９８の浮き上
がりを防止して、シール部材９０に現像器側シャッター９８を確実に密着させることが可
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能となる。
【００５７】
　また、開閉部１０２よりも支点部１００から離間した位置に設けられる当接片１０４を
容器側シャッター２８の押圧突起８０が押圧するようになっている。そのため、現像器側
シャッター９８の開閉部１０２を容器側シャッター２８の押圧突起８０で押圧する場合又
は現像器側シャッター９８の開閉部１０２よりも支点部１００に接近した部分を容器側シ
ャッター２８の押圧突起８０で押圧する場合と比較して、少ない力で開閉部１０２を変位
させることが可能となる。
【００５８】
　一方で、他の異なる実施形態では、現像器側シャッター９８の開閉部１０２よりも支点
部１００に接近した部分を容器側シャッター２８等の押圧部材で押圧しても良い。この場
合の効果について図１４を用いて説明する。図１４（ａ）は、現像器側シャッターの開閉
部よりも支点部から離間した部分を押圧した場合における開閉部の変位量を示す模式図で
あり、図１４（ｂ）は、現像器側シャッターの開閉部よりも支点部に接近した部分を押圧
した場合における開閉部の変位量を示す模式図である。なお、図１４（ａ）、図１４（ｂ
）の矢印Ｆは、それぞれ押圧部材による押圧箇所を示している。
【００５９】
　図１４（ａ）に示されるように、現像器側シャッター９８の開閉部１０２よりも支点部
１００から離間した部分を押圧部材で押圧する場合には、現像器側シャッター９８の被押
圧部分の変位量Ｌ１よりも開閉部１０２の変位量Ｌ２が小さくなる。これに対して、図１
４（ｂ）に示されるように、現像器側シャッター９８の開閉部１０２よりも支点部１００
に接近した部分を押圧部材で押圧した場合には、現像器側シャッター９８の被押圧部分の
変位量Ｌ１よりも開閉部１０２の変位量Ｌ２を大きくすることが可能となる。なお、他の
異なる実施形態では、現像器側シャッター９８の開閉部１０２を押圧部材で押圧すること
も可能である。
【００６０】
　本実施形態では、回転式の容器側シャッター２８によって現像器側シャッター９８を押
圧する場合について説明したが、他の異なる実施形態では、直線的にスライドする容器側
シャッター２８によって現像器側シャッター９８を押圧しても良い。また、トナーコンテ
ナ６の容器本体２２によって現像器側シャッター９８を押圧するような構成を採用しても
良い。
【００６１】
　本実施形態では、プリンター１に本発明の構成を適用する場合について説明したが、他
の異なる実施形態では、複写機、ファクシミリ、複合機等のプリンター１以外の画像形成
装置に本発明の構成を適用しても良い。
【００６２】
　＜第２の実施形態＞
　次に、図１５を用いて、本発明の第２の実施形態について説明する。図１５は、本発明
の第２の実施形態に係るプリンターの現像器において、補給口の周辺を示す斜視図である
。なお、第１の実施形態と同様の構成については、図面上に第１の実施形態と同一の番号
を付し、説明を省略する。
【００６３】
　現像器本体８３の上壁８７の上面には、現像器本体８３の補給口８８と隣接して溝状の
トナー回収部１１２が凹設されている。トナー回収部１１２は、直方体形状を成している
。
【００６４】
　現像器側シャッター９８の開閉部１０２の前縁部には、右方に向かって後方に傾斜する
トナー搬送部１１３が設けられている。トナー搬送部１１３は、現像器側シャッター９８
の回転方向（本実施形態では前後方向。図１５の二点鎖線Ａ参照）に対して傾斜している
。
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　このように構成したものにおいて、現像器側シャッター９８の回転に伴って開閉部１０
２が開放位置から閉止位置まで移動すると（図１５の二点鎖線参照）、補給口８８の周囲
（例えば、シール部材９０の上面）に付着したトナーが、トナー搬送部１１３によってト
ナー回収部１１２へと搬送される。
【００６６】
　このような構成を採用することで、補給口８８の周囲を清掃する部材を現像器側シャッ
ター９８とは別個に設けることなく、トナーによって補給口８８の周囲が汚染されるのを
防止することが可能となる。
【００６７】
　本実施形態では、トナー回収部１１２を補給口８８の右側（現像器側シャッター９８に
おいて支点部１００から離間する側）に設ける場合について説明したが、他の異なる実施
形態では、トナー回収部１１２を補給口８８の左側（現像器側シャッター９８において支
点部１００に接近する側）に設けても良い。この場合には、トナー搬送部１１３を左方に
向かって後方に傾斜させる必要が有る。
【符号の説明】
【００６８】
　　１　プリンター（画像形成装置）
　　６　トナーコンテナ（トナー容器）
　１２　現像器
　２２　容器本体
　２６　レバー
　２８　容器側シャッター
　３５　排出口
　６４　レバー側ギア
　７６　シャッター側ギア
　８０　押圧突起
　８３　現像器本体
　８８　補給口
　９０　シール部材
　９４　コイルスプリング（付勢部材）
　９８　現像器側シャッター



(12) JP 5891281 B2 2016.3.22

【図１】



(13) JP 5891281 B2 2016.3.22

【図２】



(14) JP 5891281 B2 2016.3.22

【図３】



(15) JP 5891281 B2 2016.3.22

【図４】



(16) JP 5891281 B2 2016.3.22

【図５】



(17) JP 5891281 B2 2016.3.22

【図６】



(18) JP 5891281 B2 2016.3.22

【図７】



(19) JP 5891281 B2 2016.3.22

【図８】



(20) JP 5891281 B2 2016.3.22

【図９】



(21) JP 5891281 B2 2016.3.22

【図１０】



(22) JP 5891281 B2 2016.3.22

【図１１】



(23) JP 5891281 B2 2016.3.22

【図１２】



(24) JP 5891281 B2 2016.3.22

【図１３】



(25) JP 5891281 B2 2016.3.22

【図１４】



(26) JP 5891281 B2 2016.3.22

【図１５】



(27) JP 5891281 B2 2016.3.22

【図１６】



(28) JP 5891281 B2 2016.3.22

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２０１１－０９５４７２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０６－２０８２９９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０４－３３３０７７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開昭６２－１１６９７０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０２－２２６２６８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開昭６２－２６２０７０（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０３Ｇ　　１５／０８　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

